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2023年度前期渡日前入学許可制度・外国人留学生説明会
渡日前入学許可制度は優秀な留学生を学部段階で確保するために、覚書を締

結した外国の日本語学校から推薦された留学生に対して、来日することなく入

学許可を与える制度です。今までの対象校はベトナムの「ドンズー日本語学校」

（2015 年度から実施）、韓国の「時事日本語学院」（2018 年度から実施）の

2 校でした。今年度からはマレーシアの「帝京マレーシア日本語学院」を対象校

として拡大し、入試を実施しました。応募者が 6 名（理工学部 5 名、生物資源

産業学部 1 名）で、9 月 19 日にオンラインでの面接が行われました。合否判

定の発表は 1 月下旬になります。 

 

また、JASSO 主催の国内の「外国人留学生のための進学説明会（東京会

場、大阪会場）」及び海外の「日本留学フェア（釜山、ソウル）」に参加し、以

下の来場者が本学のブースを訪れました。 

 東京会場：令和５年６月２４日（土）１０：００～１６：００ 

サンシャインシティ文化会館 来場者：48 名 

 大阪会場：令和５年７月８日（土）１０：００～１６：００ 

梅田スカイビル 来場者：51 名 

 釜山会場：令和５年８月 ５日（土） 

Busan Exhibition & Convention Center（BEXCO） 来場者：26 名 

 ソウル会場：令和５年８月 ６日（日）ソウル COEX 来場者：20 名 

グローバルパーソン集中プログラム（GRIP）・海外留学

自国および他国の文化・歴史を理解し、外国語による

高いコミュニケーション能力を生かし、多様なバックグ

ラウンドを持つ人と協働できる「グローバルパーソン」

の育成をめざして 2020 年度に始まった GRIP ですが、

第５期（2023 年度前期）には 11 名の学生（総合科学

部８名、医学部 1 名、生物資源産業学部２名）が参加し

ました。今回は、①本学在学の外国人留学生とのフィー

ルドトリップ、②マレーシアマラッカ技術大学の教員によるオンライン英語授業、3 ベトナム、マレーシア、ラト

ビアなど協定校の学生とのオンライン交流・プロジェクトワーク（動画制作）を行いました。また、最終的に 1 名

がアメリカ留学、3 名がカナダ留学、2 名がマレーシア留学、５名がオンライン留学をし、9 月 20 日に全ての学生

に修了証が授与されました。 

また、日常的に英語を使う場を提供するため、地域創生・国際交流会館１階の多言語交流ラウンジで平日午後 5 時

から 7 時まで英語フリーチャットを実施しました。このフリーチャットは GRIP 生だけでなく、徳大の学生は誰でも

参加できるものです。前期には延べ 758 人の学生が参加しました。 

インターナショナルオフィスでは、10 日から１ヶ月程度の短期語学・

文化研修を実施しています。長期の休みを利用して、言語を学び異文

化を実体験できるプログラムを用意しています。今回、夏休み期間中

の短期語学・文化研修に合計 46 名の学生が参加しました。留学先と

期間、参加人数は以下の通りです。 

 トリニティウエスタン大学（カナダ・バンクーバー） 8/21-9/15 参加学生 8 名 

 南イリノイ大学（アメリカ・カーボンテール） 8/18-9/15 参加学生 2 名 

 マレーシアマラッカ技術大学（マレーシア・マラッカ） 8/22-8/31 参加学生 17 名 

 韓国海洋大学（韓国・釜山） 8/4-8/25 参加学生 2 名 

 デラサールアラネタ大学（フィリピン・オンライン） 8/21-9/1（2 週間）、8/21-9/15

（4 週間） 参加学生 13 名（2 週間）・4 名（4 週間） 

2023 年度春休みには、ニュージーランドとフィリピンの現地留学を加え、６つのプログラムを実

施する予定です。 

留学体験記

今回のトリニティウエスタン大

学への留学は、語学勉強も観光も

日本人とのつながりも、現地の人

との関わりも必要なものがすべ

てつまっていました。よって精神

的にも英語の実力も成長できた

のだと思います。これからも英語

学習を楽しみながら続け英語力

の維持とさらなる向上を図って

いきたいです。 

 

総合科学部社会総合科学科 1年 Y.A. 
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日本語教育

日本語研修コース：月曜日から金曜日まで毎日 3 時間日本語を学習する日本語研

修コースには、本学在学の 6 名（インド、バングラディシュ、モンゴル各 1 名、

中国 3 名）が参加しました。121 日間で、基本的な日常会話レベルの日本語を

身につけ、日本文化も学びました。 

 

小さいクラスで集中して日本語を効果的に学習できた。このコ 

ースを通して、日本語と日本文化を学ぶことができてよかった。 

 

総合日本語：週 2 回の授業を行う総合日本語には、常三島キャンパスで開講した

3 クラスに 9 名、蔵本キャンパスの４クラスに 22 名が参加しました。学生たち

（本学在籍の留学生とその家族）は初級から中級までのクラスで、自分のレベルにあった日本語を学習しています。 

姫路城訪問 

留学生のための就職支援

留学生のための就職支援として、以下の 5 つのイベント・セミナーを開催しました。参加者は以下のとおり

です。これからも留学生の就職を積極的に支援していきます。 

 5/12（金）「日本の就活・就職について知ろう」12 名 

 6/9（金）「インターンシップについて知ろう」4 名 

 6/23（金）「ビジネスマナーを学ぼう」7 名 

 7/14（金）「ジョブフェア＆交流会」10 名 

 9/26（火）、28 日（木）「県内企業インターンシップ」6名 ジョブフェア＆交流会 インターンシップ 

（宮崎椅子製作所） 
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国際交流（2023年度サマースクール）

7 月 19 日（水）から 26 日（水）の 7 日間、本学の学術交流協定校（計 5 校）から

学生を受け入れ、サマープログラムを実施しました。今回は、合計 27 名の学生を受け

入れ、合同交流会や本学キャンパスでの研究室訪問をはじめ、藍染などの徳島・日本文

化体験、アサヒ飲料明石工場での日本企業体験、県庁・警察本部の訪問などの活動を提

供しました。参加者からは、「徳島大学に進学したいという気持ちが芽生えた」「徳島

の良さを身近に感じれて良かった」などのコメントを得ることができました。参加大

学は以下のとおりです。 

 大連理工大学（中国）    14 名 

 ハントゥアー大学（インドネシア）   1 名 

 マレーシア・マラッカ技術大学（マレーシア） 2 名 

 モンゴル国立医科大学（モンゴル）   1 名 

 ハノイ建設大学（ベトナム）   9 名 

日本人学生との協働作業 

研究室訪問 和太鼓体験 

留学生への生活指導

毎学期行っている「新入留学生ガイダンス」ですが、今回は 4 月 26 日（水）に蔵本地区、27 日（木）に常三

島地区で開催し、計 31 名の新入留学生が参加しました。ガイダンスでは、インターナショナルオフィス教員か

ら学生生活や日本での日常生活に関する注意点などについて説明がありました。 
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